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概要
キャッチコピーにおいてよく使われている修辞技法
として比喩があることが指摘されている．本研究では
キャッチコピーにおける比喩に着目し，キャッチコピー
において対象となる語を被喩辞，キャッチコピーにお
いて強調したい特徴を特徴語とみなすことで，比喩生
成を応用したキャッチコピー作成支援システムを提案
した．また，先行システムと提案システムの比較を通
じ，キャッチコピー生成における比喩生成機構の有効
性を示した．
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1. はじめに
近年，SNS の普及やネット広告等の増加により，世
の中の情報量が急激に増えている．その中で，一言で
商品の特長や伝えたいことを表現するキャッチコピー
の需要は高まっており，書籍の表紙や CM 等の日常
のさまざまな場面で使用されている．キャッチコピー
の作成は，強調したい特徴を定めたうえで様々なアイ
ディアを出し，それを文章にまとめ上げる活動であり，
創造的思考を要する．
創造的思考の基礎要素として概念結合があり，2つ
の概念の融合による創造的思考を含む言語表現として
比喩が存在する．比喩生成の計算論的アプローチを試
みた研究としては北田ら [1] や中条ら [2] のものがあ
り，これらの研究では被喩辞（喩えられる語）と特徴
語（喩えられる語が持つ性質や特徴）から喩辞（喩え
る語）の推定を行う．
また，キャッチコピーにおいてよく使われている修
辞技法として比喩があることが指摘されており [3]，比
喩表現と意味の重ね合わせを用いたキャッチコピー生
成システムの構築が行われている [4]．しかし，このシ
ステムはキャッチコピーテンプレートにおける動詞を
比喩表現に変更するものであり，キャッチコピーにお
いて強調したい特徴について考慮されていない．

そこで，本研究ではキャッチコピーにおける比喩に
着目する．キャッチコピーにおいて対象となる語を被
喩辞，キャッチコピーにおいて強調したい特徴を特徴
語とみなし，比喩生成を応用したキャッチコピー作成
支援システムを提案する．
本研究では，はじめに，連想に基づくキャッチコ
ピー生成の先行システム [5]の連想部を比喩生成モデ
ルに置き換えることで，比喩生成に基づくキャッチコ
ピー作成支援システムとしてキャッチコピーで使用す
る語句を提案可能なシステムを構築する．次に，提案
システムと先行システムとの比較を通じて，キャッチ
コピー生成に対する比喩生成の影響を検討する．
比喩生成に基づく提案システムと連想に基づく先行
システムの最も明確な違いとして比喩生成に基づくシ
ステムでは喩辞の評価 [6]を行う．
2. 比喩生成に基づく提案システム
比喩生成に基づく提案システム（以下「提案システ
ム」という．）の概要を図 1 に示す．ここで，関連語
はキャッチコピーにおける生成対象に最も関連が高く，
キャッチコピーの主語，特徴語は関連語が持つ特徴，
喩辞は対象語を喩える語である．
システムへの入力は映画のあらすじであり，出力は
関連語とランキングされた喩辞のリストである．シス
テムの出力は「（関連語）は（喩辞）だ」「（喩辞）の
（関連語）」「（喩辞）のような（関連語）」といった
キャッチコピーとして使用することを想定している．
関連語と喩辞はそれぞれ名詞１語とし，特徴語は動
詞・形容詞・形状詞に加えて，以下の普通名詞に限定
する．

• サ変可能，形状詞可能，サ変形状詞可能
システムの中身は大きく分けて．前処理，キーワー
ド抽出，喩辞生成の３つのステップがある．まず前処
理では，ユーザが入力した映画のあらすじを取得し，
あらすじの内容語集合を取得する．次にキーワード抽
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出では，関連語候補と特徴語候補 5語をユーザに提示
する．ユーザはその中からそれぞれ一語を選択し，そ
れらを関連語，特徴語とする．最後に喩辞生成では，
抽出した関連語と特徴語から喩辞候補を生成し，喩辞
の評価に基づくランキングを行う．

図 1 提案システムの概要

2.1 前処理
入力された映画のあらすじをキネマ旬報社が運営す
るKINENOTE[7]から取得した．このあらすじを形態
素解析することで意味のある品詞のみを取り出し，あ
らすじの内容語集合とする．
この時，あらすじには丸括弧の中に俳優名が示され
ている場合があるため，その場合は丸括弧ごと俳優名
を除去する．また，310件の日本語ストップワードが
記載されている Slothlib[8]を用いて，ストップワード
を除去する．

2.2 キーワード抽出
以下のスコア rを利用し，内容語集合から関連語候
補と特徴語候補の抽出を行う．
あらすじとの類似度と TF-IDF値の乗算値（スコア
r）
内容語集合内の各単語に対して，あらすじの文章ベ

クトルとのコサイン類似度と TF-IDF値を掛け合わせ
た値を算出する．あらすじの文章ベクトルは，文章内
で使用されている内容語集合の単語ベクトルの平均と

する．また，TF-IDFの算出における対象文章は，対
象作品と公開年が前後 5年以内の 1000作品とし，ラ
ンダムに選択する．

2.2.1 関連語の抽出
関連語候補の抽出手順は以下のとおりである．
1. スコア rが高い 5語を関連語候補としてユーザに
提示する．

2. ユーザが１つ選び，それを関連語とする．

2.2.2 特徴語の抽出
特徴語候補の抽出手順は以下のとおりである．
1. 関連語を含む文を係り受け解析し，関連語にか
かっている語と関連語がかかっている語を x語抽
出する．

2. スコア rが高い（5− x）語を抽出する．
3. 1・2 で抽出した特徴語候補 5 語をユーザに提示
する．

4. ユーザが特に強調したい特徴を１つ選び，それを
特徴語とする．

2.3 喩辞生成
比喩生成モデル [2][6]に基づき，喩辞候補の生成と
評価の２ステップにより喩辞を生成する．

2.3.1 喩辞候補の生成
まず，以下の 3種類のフィルタリングを行い，残っ
たものを喩辞候補とする．
(i) 品詞細分類

IPA 辞書における一般名詞のうち，「サ変接続・
形容動詞語幹・副詞可能・被自立」を喩辞候補か
ら除外する．

(ii) 関連語のカテゴリー
分類語彙表 [9]を使用して，関連語と同じカテゴ
リーに属する語を喩辞候補から除外する．

(iii) 意味空間
意味ベクトルを持たない語を喩辞候補から除外
する．

次に，以下の 4 つのスコア (v1, v2, v3, v4) の線形和を喩辞スコア (v) とし，喩辞スコアが高い上位
30 語を喩辞候補をとする．各スコアに対する重み
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を w1, w2, w3, w4 とした時，喩辞スコアの計算式は式
1で表される．

v = v1w1 + v2w2 + v3w3 − v4w4 (1)

関連語・特徴語の合成ベクトルと喩辞候補ベクトルの
コサイン類似度（スコア v1）合成ベクトルの算出には，predication algorithm[10]

を使用する．関連語・特徴語の合成ベクトルを取得す
る手順は以下の通りである．
1. j1 個の概念を含む特徴語の近傍を特徴語ベクトルとの類似度に基づき推定する．
2. 特徴語の近傍に含まれ，関連語ベクトルと類似度
が高い語を k個抽出する．

3. 関連語・特徴語・k 個の語のセントロイドを計算
し，合成ベクトルとする．

喩辞候補の具象度（スコア v2）単語心像性の辞書 [11]を利用して，抽象度の低い語
に対して高いスコアを与える．心像性とは，単語の想
起のしやすさを示す指標であり，心像性を 0から 1の
範囲に正規化したものを具象度として定義する．具象
度は式 2で表される．
具象度 =

{

(心像性− 1)/6 (心像性 ≤4.5)

(4.5− 1)/6 (上記以外)
(2)

文脈ベクトルと喩辞候補ベクトルのコサイン類似度
（スコア v3）文脈ベクトルは，関連語の直前 m個と直後 n個の
内容語の重心ベクトルとする．ただし，内容語を取得
する際に関連語や特徴語と一致する語は例外としてス
キップする．
関連語ベクトルと喩辞候補ベクトルのコサイン類似度
（スコア v4）このスコアを喩辞スコアから減算することで，関連
語と似たような意味を持つ喩辞が生成されることを
防ぐ．

2.3.2 喩辞候補の評価
喩辞候補 30語に対して，比喩表現として入力され
た特徴をどの程度表現できているかどうかを以下のス
コア v5 を用いて，v5 の値が高い単語が喩辞としてより適切であると評価する．

対象語・特徴語の合成ベクトルと対象語・喩辞の合成
ベクトルのコサイン類似度（スコア v5）それぞれの合成ベクトルの算出には，predication

algorithm[10]を使用する．関連語・特徴語の合成ベク
トルを取得する手順は，スコア v1 と同様である．関連語・喩辞の合成ベクトルを取得する手順は以下の通
りである．
1. j2 個の概念を含む喩辞の近傍を喩辞ベクトルとの類似度に基づき推定する．
2. 喩辞の近傍に含まれ，関連語ベクトルと類似度が
高い語を k個抽出する．

3. 関連語・喩辞・k個の語のセントロイドを計算し，
合成ベクトルとする．

3. 連想に基づくシステム
先行システム [5]への入力は対象を説明する文章で
あり，キャッチコピーの作成過程では，対象語・関連
語・共通概念（特徴語）・連想語の 4 つの語が関与す
る．先行システムの語の抽出構造を図 2に示す．
まず，説明文を近似した「対象語」，対象語と類似
度が高い「関連語」を抽出し，強調したい特徴を表す
「共通概念」を選択する．次に，対象語・関連語との類
似度が低く，共通概念との類似度が高い「連想語」を
抽出する．最後に，適切な副詞や助詞を補うことで，
関連語と連想語からなるキャッチコピーを生成する．

図 2 先行システム [5]での語句の抽出構造

先行システムに基づき，連想に基づくシステムを設
計した．手順は以下の通りである．まず，提案システ
ムと同様に関連語，特徴語の抽出を行う．次に，以下
の 4つのスコア (a1, a2, a3, a4)の線形和を連想語スコア (a)とし，連想語をランキングする．
(i) 特徴語ベクトルと連想語候補ベクトルのコサイ
ン類似度（スコア a1）

(ii) 連想語候補の具象度（スコア a2)
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(iii) 対象語ベクトルと連想語候補ベクトルのコサイ
ン類似度（スコア a3）

(iv) 関連語ベクトルと連想語候補ベクトルのコサイ
ン類似度（スコア a4）

それぞれのスコアに対する重みは提案システムに基
づき設定する．連想語スコア (a)の計算式は式３で表
される．

a = a1w1 + a2w2 − (a3 + a4)w4/2 (3)

4. システムの評価
各システムの出力に対して，正解リストを作成し，
正解リストに基づく評価値を定義することで、適切な
パラメータの推定を行った．
また，決定したパラメータにおける各システムの評
価値を比較することで，システムの評価を実施した．
使用した映画は合計 6作品である．最終的に決定した
パラメータにおけるシミュレーション結果を表 1に示
す．表１は「四月は君の嘘」という作品を対象として，
関連語として「ピアノ」，特徴語として「自由」を選
択した際の各システムにおける出力である．

表 1 各システムの出力上位 10件
提案システム 連想に基づくシステム

1 マイペース 自分
2 遊び場 個人
3 余暇 決まり
4 一人っ子 言論
5 一人 代わり
6 自然体 好み
7 人生 都合
8 天真爛漫 良心
9 僕 スタイル
10 庭 空間

4.1 正解リストの作成
各システムのパラメータの全ての組み合わせにおけ
る出力上位 30語に対して、適切性を 5段階で評価し
た．評価者は 3名であり，2名以上の評価者が 4以上
の評価を与えたものを正解とする．これを 6作品すべ
てで行い，各作品に対する正解リストを作成した。各
作品の正解リストの語数を表 2に示す．

表 2 各作品の正解リストの語数
語数

作品 1 45

作品 2 32

作品 3 34

作品 4 38

作品 5 14

作品 6 28

4.2 評価値の算出
システムの出力上位 30語に対して，正解リストに
含まれる語の順位の逆数の和を計算し，そのパラメー
タにおける評価値とする．

4.3 パラメータ推定
映画 6作品の出力を用いて比喩生成に基づくシステ
ムの適切なパラメータを推定した．パラメータの全て
の組み合わせに対して評価値を計算し，6作品の評価
値の平均が最も高いものを適切なパラメータとした．
提案システムのパラメータと値の選択肢を表 3 に示
す．最終的に適切なパラメータとして決定したものを
太字で示している．
表 3 提案システムのパラメータと値の選択肢

パラメータ 値の選択肢
j1 10, 50, 100

j2 100, 300, 500

k 3, 5, 10

m 3

n 3

w1 1

w2 1

w3 0.4

w4 0.1, 0.2, 0.4

4.4 結果
決定したパラメータにおける各システムの評価値を
比較した．各作品における各システムの評価値を表 4

に示す．作品 5を除く 5作品の評価値が提案システム
の方が高い結果となった．
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表 4 各システムの評価値
提案システム 連想に基づくシステム

作品 1 3.10 2.04

作品 2 2.82 2.45

作品 3 2.92 2.51

作品 4 3.25 3.20

作品 5 1.03 1.52

作品 6 3.16 2.54

平均値 2.71 2.38

5. まとめ
本研究では，キャッチコピーにおける比喩に着目し，
比喩生成を応用したキャッチコピー作成支援システム
を提案した．また，連想に基づくシステムとの比較を
通じ提案システムの妥当性を示すことで，キャッチコ
ピー生成における比喩生成機構の有効性を示した．
しかし，本研究のシステムの出力は，対象語と特
徴語，喩辞といったキャッチコピーのキーワードの
みである．今後は，そこから適切な助詞を選択して
キャッチコピーを生成するシステムの構築を考えてい
る．キャッチコピーのパターンとしては，本稿で示し
た「（対象語）は（喩辞）だ」，「（喩辞）の（対象語）」，
「（喩辞）のような（対象語）」の他にも検討が必要で
ある．
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